[image: image1.png]


換の玉 for Word 1.11
秋桜箱シリーズ

置換機能拡張マクロ （シェアウェア版）

■ご注意（体験版、正式版）
制作者はこのマクロの機能に対して一切の保証をしません。フリーウェア版（体験版）、正式版を問わず、このマクロを使用した結果に対しては、制作者はデータの喪失を含む一切の法的、道義的責任を負いません。各人の責任においてご利用ください。フリーウェア版（体験版）、正式版を問わず、個別のサポートをする義務もないものとします。また、無断転載・配布はご遠慮ください。
入手元がCD-ROM、または秋桜舎以外の場合は、秋桜舎<http://cosmoshouse.com/tools/>で最新版であるか確認されることをお勧めします。この文書よりも上記ページ上の情報が常に優先します。
■はじめに
このマクロは、検索する文字列と置換後の文字列のペア（置換セット）を保存・編集・呼び出しするマクロです。特に下記のような場合に便利です。

毎回同じ語句を検索・置換するとき

複数の文書で同じ語句を検索・置換するとき

用語をチェックして統一したいとき

文書を整形するとき

毎回同じ不要な語句を削除したいとき（置換後の文字列を空白のままにします。）
通常はWordの置換の履歴はWordを終了すると削除されてしまい、また履歴の数も限られます。換の玉マクロを使用すると、同じ置換を何度も使う場合に入力の手間を省きます。また正式版では複数の置換辞書を切り替えて使用できます。
フリーウェア版の制限
この説明書は正式版について説明しています。フリーウェア版では機能はごく基本的なものに限定されます。置換セットは10個まで追加できます。削除、変更、直接編集は行えません。置換バーもありません。
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■使用法・操作の流れ（正式版）
1.
辞書を作成する
置換バーが表示されていなければ、[置換バーを表示]ボタンをクリックすると、図のようなツールバーが表示されます（図はWord 2003）。
置換辞書を作成していない場合は、右の方の[辞書フォルダ]（Wordのテンプレートのフォルダの下のtdictフォルダ）を開いて、タブ区切りのテキスト形式で作成します。「■辞書の形式」の項を参照してください。正式版では、複数の辞書を作成し、直接追加、削除、並べ替えの編集ができます。
2.
辞書を選択する
置換バーの「置換セット」か「置換辞書未選択」ボタンをクリックして、使用する辞書を選択します。単一の語を置換する場合は、ここからでも直接選択できます。
3.
抽出辞書を作成する
「置換セット選択」ダイアログ ボックスで「抽出辞書作成」ボタンをクリックします。これで、対象文書内に実際に存在する項目だけが抽出された一時的な「抽出辞書」が作成されます。
4.
置換・確認する
置換バーや標準のダイアログ ボックスなどで確認しながら逐次置換します。必要に応じて一括置換や、辞書の全置換セットでの一括置換（全全置換）もできます。
練習1: パッケージに含まれる「0.サンプル辞書.txt」で「テスト.doc」の項目を全全置換してみてください。
練習2: パッケージに含まれる「3. 数to漢.txt」で「テスト.doc」の項目を全全置換してみてください。
辞書内の置換する順番により結果が変わります。また、この辞書では101（百一）以上の数字は置換できません。
練習3: パッケージに含まれる「4. 漢to数.txt」で「テスト.doc」の項目を全全置換してみてください。
■活用法
校正支援に最適
Wordの一部として動作するので、書式があっても大丈夫。活用法はさまざまです。ただしどのような誤りや表記のゆれが生じているかは、ユーザー自身が作業を通じて辞書を構築する必要があります。しかし、一度辞書を作れば、企業全体で徹底して使用することができます。
日本語の入力ミスのチェック辞書を構築
「でを」「をを」など日本語の単純なタイプミス、よく見られるミスを登録しておけば、次回に同じミスを自動で探しださせてチェックできます。Wordの校正機能では見落とされるミスも確実にチェックできます。
機種依存文字の置換（1.05より）
機種依存文字を機種に依存しない文字に置換できます。
出版禁止用語、放送禁止用語の確認
出版社、外部広報用途などでは、不特定多数の読者に対して、差別的表現、自主規制表現を使っていないか確認できます。
送りがなの統一
「誤まる」→「誤る」など、本則でない送りがななどを確認できます。Wordの機能でもできますが、手軽にチェックしたい場合や、例外的な用語などに。
例: 「支払い」という語だけは「支払」という表記にしたい場合。
用語の確認
差別語などではないが、企業として使用しないと決めている語を確認することができます。また、企業全体で用語を統一することにより、社員、顧客、ユーザーの理解度を向上できます。
文書仕様・書式・文体の確認
中黒や音引き、敬語・丁寧語の統一や変更ができます。
表現の確認
日本語として不自然な表現、避けたい表現、冗長な表現、稚拙な表現、回りくどい表現などの確認に。
■変更点・以前バージョンをお使いの方へ（正式版のみ）

常時表示される「置換バー」を使うように、操作方法を一新しました。置換バーは簡単に隠すこともできます。

「一時辞書」は「抽出辞書」と名前を変更し、動作を高速化しました。

バージョン1.0で、辞書をWord文書からテキスト形式に変更しました。その結果、全体の動作が大幅に高速化し、安定しました。なんらかの理由でWord文書ベースの辞書を使用する場合は、バージョン0.42をお使いください。今後Word文書ベースの辞書を使うバージョンを継続して作成する予定はありません。テキストでもUnicodeを使用できるため、Word文書辞書を使うメリットはないと思われます。

辞書の形式がテキストになったため、置換辞書はWordのテンプレートのフォルダの下のtdictフォルダに作成されます。新規辞書もここに作成してください。旧バージョンのdictフォルダのWord辞書はテキストに保存し直して、tdictに移動すればそのまま使えます。Unicode文字を含む場合は、Unicode対応のエディタで、Unicode形式のテキストで保存してください。Wordでも編集できます。

Unicode文字を含む置換辞書をテキストエディタなどで編集する際は、Unicode サイン(BOM)をつけて保存するようにエディタを設定してください（Wordでは自動的にそうなります）。UnicodeとシフトJIS形式のテキストの両方を置換辞書として読み込めます。

辞書をエディタやWordで開いたまま、Wordから置換処理ができます。辞書の変更を反映する場合は、保存することを忘れずに。

辞書は仕様上100個まで同時使用できるようになりました（ただし確認はしていません。タブのスクロールも大変なのでそんなにたくさん作らない方がいいでしょう）。

辞書項目の個別編集はなくしました。エディタかWordで辞書を直接編集してください。[直接編集]ボタンを押すと辞書をWordで開きます。上書き保存してテキストのまま保存してください。特に抽出辞書をWordで直接編集する場合は、ファイルがロックされて置換後の自動削除ができないので、直接編集を終えたら再度置換する前にファイルを保存して閉じる必要があります。

検索語、置換語を置換バーに直接入力することができます。その場合は、入力した後でEnterを一度押して確定してください。その後で、[検索][置換]のいずれかを使用できます。Enterを押さないと入力が確定されずに消えてしまいます。

全全置換は「どの辞書のどのような置換セットで置換するか」を確認できるよう、従来の置換セットダイアログからのみ開けます。

[換の玉－秋桜箱]ツールバーは[換の玉 置換バー]になりました。旧バージョンとの共存はサポートしていませんが、[換の玉－秋桜箱]ツールバーが表示される場合は手動で削除してください（アップグレード後は、通常は表示されないはずです）。

抽出辞書で逐次連続置換する場合は、必要に応じて、Ctrl+Homeなどで文書の最初に戻ってください（全置換、全全置換の場合は不要です）。そうしないと、その場所以前の箇所で置換されない箇所が残ります。これはどこまで置換したか、そのつど戻る方がややこしいためです。全置換しても大丈夫と判断した場合は、途中で全置換に切り替えることもできます。

逐次置換作業を終了した後で、再度抽出辞書を作成して、「必ず置換すべき語」が置換されているかどうか確認することができます（通常は置換しないことにした語しか残らないはずです）。
■マクロのセットアップと削除
旧バージョンをお持ちの場合は新バージョンをインストールする前にそのバージョンのSetup.docで削除してください。
画面に「換の玉のセットアップと削除」ツールバーが表示されているはずです。表示されていなければ他のツールバーを右クリックして「換の玉のセットアップと削除」ツールバーを探し、表示させてください。

Word 2007では[アドイン]タブをクリックするとツールバーが表示されます。
かならず最初に体験版をセットアップしてください。体験版をセットアップする場合には「体験版のセットアップ」、削除する場合には「体験版の削除」をクリックします。正式版にアップグレードする場合は、体験版をセットアップした状態で行います。本文書SetUp.docはマクロのセットアップ、削除、正式版へのアップグレードに必要です。正式版を使用するにはVectorのシェアレジからライセンスキーを購入してsetrpls.exeを実行し、ライセンスキーを入力します。
※注： Wordのセキュリティ レベルが「高」の場合はマクロは自動的に無視されるので、少なくとも「中」にしないと機能しません。Word 2000/2002/2003では標準設定で「高」になっているので、外部のマクロは、すべて自動的に無視されてしまいます。（悪質なマクロ型ウィルスの感染を防止するための措置です。）マクロを使用するためには、メニューの[ツール]→[マクロ]→[セキュリティ...]でセキュリティ レベルを「中」にした後、本文書を閉じて、もう一度開いてください。そうしないと、本文書のセットアップ用のマクロも実行できません。

Word 2007では、Wordのオプション→セキュリティ センター→[マクロの設定]タブで、 [警告を表示してすべてのマクロを無効にする]を選択し、文書を開いた後でマクロを有効にします。
手動でセットアップ・削除する
前述の方法でうまくいかない場合は、setrpl.dot（正式版はsetrpls.dot。以下同じ）をWordのスタートアップ フォルダにコピーします（Windowsのスタートアップではありません）。スタートアップの場所は、[ツール]→[オプション]→[規定のフォルダ]の[スタートアップ]で[変更]を押すと、どこにあるか分かります。その後、Wordのメニューから[ツール]→[テンプレートとアドイン...]を開き、[アドインとして使用できるテンプレート]のsetrpl.dotをオンにします。（オンになっていなければ）
削除する場合は、Wordを終了してから、setrpl.dot（正式版はsetrpls.dot）をスタートアップ フォルダから削除します。削除できない場合はWordが背後で起動している可能性があります。Windowsをログアウトもしくは再起動してから削除してください。
スタートアップ フォルダにsetrpl.dot（またはsetrpls.dot）がない場合は、setrpl.dot（setrpls.dot）をエクスプローラから検索してみてください。
■辞書の形式
辞書は下記の形式です。置換バーから「辞書フォルダ」を開いて、そこに作成します。
検索する語1<タブ文字>置換する語1<改行>
検索する語2<タブ文字>置換する語2<改行>
検索する語3<タブ文字>置換する語3<改行>
…
置換する語は空白でもかまいませんが（検索した語を削除する場合）、検索する語を空白にすることはできません。検索・置換する語のペアとタブの数がそろうようにして、またリストの最初や最後、途中に空白の行（改行のみ）を入れないようにしてください。
Free版の辞書はWord形式で、使用できるのは1つだけです、正式版はテキスト形式（Unicode可）で、仕様上200個まで同時使用できます。
■抽出辞書について
抽出辞書（一時辞書）を作成することにより、対象文書内に実際に存在する置換候補のみを抜き出して置換できます。置換セットのダイアログ ボックスの[抽出辞書作成]を押すと、現在使用している辞書から、置換対象の文書に存在している語だけを抜き出し、ユーザーの辞書フォルダに0..tmpdict.txtという名前の抽出辞書を作成します（名前順に並び替えたときに、これより前に並ぶような名前の辞書（0....test.txtなど）は作らないでください）。抽出辞書は作成しなくても作業できますが、作成した方が効率的で、チェックのもれも防げます。手順として、毎回作成して作業することをお勧めします。
抽出辞書の語で最後まで置換すると、連続して作業するか確認します。チェック済みの語は抽出辞書から削除されます。リストの途中から置換作業を開始した場合は、この確認がうまくいかなくなることがあります。その場合は、再度抽出辞書を開いて最初から置換してください。抽出辞書をエディタやWordで開いて編集することもできます。抽出辞書は1つしか作成されず、作業が終わると削除される一時的なものなので、必要であれば名前を変更して保存してください。
対象の辞書の語がひとつもその文書に含まれてない場合、この辞書は作成されません。辞書は名前の順番に表示されるため、普通は抽出辞書が一番最初に表示されます。[抽出辞書作成]を押すと、以前の抽出辞書は（警告なしに）上書きされます。
注： 辞書が増えすぎると使いにくくなります。すぐ使わない辞書はtdictフォルダにサブフォルダを作るなどして待避させることをお勧めします。
■サンプルについて
100までのアラビア数字と漢数字を変換する置換辞書を含めています。辞書フォルダにコピーされます。不要なら削除してかまいません。
サンプル辞書は再度セットアップすると初期状態にリセットされます。情報を追加する場合はファイル名を変更してください。
■このマクロについて
Wordのバージョンについて
マクロはVBAで書かれていますがWord 97/98では動作しません。Word 95ではVBAではなくWordBasicが使われているため機能しません。下記のすべての操作はWord 2000/2002/2003を使用しているという前提で解説されています。動作はWord 2000/XP/2003/2007/2010で確認しています。
Word 2007/2010では[アドイン]タブをクリックするとツールバーが表示されます。
正式版へのアップグレード
シェアウェアの代金を払ってパスワードを入手することで正式版を使用できます。アップグレードした場合はフリーウェア版、体験版のマクロは自動的に削除されます。古い置換辞書は新しい直接編集可能な辞書にコピーされます。1.0で辞書形式が変わったため、体験版のデータは自動的には引き継がれません。テキスト形式で保存し直し、dictからtdictにコピーしてください。
パスワードを入手した後の手順は以下のとおりです。
1.
本マクロを解凍したフォルダにあるsetrpls.exeをダブルクリックして実行してください。（自己解凍形式で圧縮されていますので、実行するだけで解凍されます。）
2.
説明画面が表示されます。パスワードを入力する欄が下にあるので、ライセンスキーを入力してください。（コピーして貼り付けると確実です。）解凍するフォルダは変更しないでください。横の「解凍」キーを押すと解凍されます。
3.
正式版マクロを含むテンプレートと共にReadMe2.txtが解凍されますので読んでください。
4.
Vectorのシェアレジなどで購入したライセンスキー（パスワード）を入力します。
5.
SetUp.doc（このファイル）を開き、「換の玉セットアップと削除」ツールバーの「正式版へアップグレード」をクリックします。
法人ライセンス
最近、出版社様やメーカー様など法人でご使用のケースが増えています。この場合は法人ライセンス（3150円+振込手数料、3ユーザー単位）が必要です。価格は予告なしに変更されることがあります。ユーザー数がこれ以上の場合は、この単位でご注文ください。ベクターではなく、作者までご連絡ください。ライセンスキーを発行しますので導入前に動作を確認できます。また領収書をお出しします （通常はPDF形式。郵送は手数料900円）。特別サポート契約を別途結ばない限り、個人ライセンス同様に、個別のサポートは行いません。
原則として会社勤務の方が使用する場合は、法人ライセンスをご購入ください。
法人内個人ライセンス
特例として会社勤務の方で決済がどうしてもおりないが、個人で使用したい方にかぎり、法人内個人ライセンスを認めます。1ユーザー（3150円+振込手数料）となります。他のユーザーは使用できません。この額には事務手数料が含まれます。ライセンスキーを発行しますので導入前に動作を確認できます。領収書は必要ないはずですのでお出ししません。特別サポート契約を別途結ばない限り、個人ライセンス同様に、個別のサポートは行いません。誤って個人ライセンスを購入された方は差額となります。
個人ライセンス
1.
原則として会社勤務の方は個人ライセンスを購入できません。
2.
個人事業主の方は複数人数で使用されるのでない限り、個人ライセンスでご利用できます。複数マシンでも同一人の方が使われる場合は1つのライセンスでかまいません。
3.
個人ライセンスの場合、ライセンスキーは個人に対して発行されるものです。家族でも共用できません。それぞれのユーザー様がご購入ください。
改版履歴（正式版）
0.10 (2000/10/22) セット置換マクロ
0.11 (2000/10/22) 換の玉マクロに名称変更
0.20 (2000/11/17) 複数置換辞書機能搭載
0.30 (2000/11/21) 辞書管理の改良
0.31 (2000/12/04) 全体の動作、特に切り替えの高速化
0.32 (2000/12/13) 辞書のすべての置換セットで全置換する「全全置換機能」を追加
0.33 (2001/1/6) セットアップの問題を修正
0.40 (2002/02/28) 抽出辞書を作成することにより、文書に実際に存在する置換候補のみを検索できるようにしました。
0.41(2002/03/13) 抽出辞書の場合、置換処理後の置換セットをすぐに削除できるようにしました。
0.42(2002/11/20) 辞書に単語が追加できなかったエラーを修正。
0.99(2003/10/14) 全体的な見直し多数。辞書をテキスト形式にする（Unicodeも可）。置換バーの装備。
1.00(2004/05/25) 新バージョン公開。価格改定。
1.01(2004/07/05) インストール時の問題を修正。
1.02(2004/07/13) 動作時の問題を修正。
1.03(2004/07/16) 新規辞書作成時の問題を修正。検索後のメッセージを、ステータスバーがあればそちらに表示するように修正。サンプルを充実させ、テスト文書を追加。
1.04(2004/07/27) Word 2000での不具合を修正。
1.05(2004/08/10) 機種依存文字チェック辞書を装備。
1.06(2004/08/26) サンプル辞書がコピーされなかった点を修正。
1.061(2004/09/13) 換の玉ツールバーが複数作成される場合の対策
1.07(2006/08/07) ワイルドカードをデフォルトで有効に変更。検索に段落記号やタブ記号を使用していた場合は、辞書の修正が必要な場合があります。詳しくはこちら。
換の玉ツールバーが複数作成されるバグを根絶。
1.08(2008/03/27) MatchFuzzyに関するエラーを修正。サンプル辞書の問題を修正。「カタカナ語言い換え例」辞書を添付。
1.09(2008/03/31) SetUp.docが開けない問題を修正。
1.1(2008/09/10) フリー版＋Word 2007で発生する問題を修正。「5. カタカナ語言い換え例」辞書がコピーされていなかった問題を修正。フリー版の形式の辞書を、自動で正式版の辞書に変換するように修正。「6. ワイルドカード変換.txt」辞書を添付。改行記号などの置換指定を標準形式からワイルドカード用の形式に変換します。詳しくはこちら。[置換辞書の直接編集]コマンドを削除。
1.11(2009/12/28) Word 2010対応を明記など。
使用にあたって
本ファイルには体験版と正式版が含まれます。体験版は基本的にメールを送っていただくことでお使いいただけるフリーソフト（メールウェア）です。しばらく使った後で、ご感想などをお知らせください。体験版は30日間ご使用いただけます。継続して使用される場合は下記をご記入のうえhttp://cosmoshouse.com/mail.htm まで登録メールをお願いします。
1.
件名： 換の玉体験版登録
2.
お名前：
3.
OS (Windows 95/98/ME/NT/2000/XP Home/XP Pro/Vista/7… )：
4.
Wordのバージョン (Word 2000/2002/2003/2007/2010…)：
5.
セット置換マクロの主な用途：
6.
ひとこと（要望、感想など）：
この登録メールはさまざまな環境でのマクロの動作を確認するもので、今後の改善に役立てるための重要なものです。個人情報は第三者に渡ることはありません。また登録メールには基本的にお返事はできませんのでご了承ください。
正式版の機能
1.
置換セットの変更
2.
置換セットの削除
3.
複数の置換辞書を切り替えて使用
4.
置換辞書の直接編集
5.
今後の機能改善
正式版へのアップグレード
正式版は税込価格850円のシェアウェアです。体験版は30日後も使用できますが、継続して使用される場合は正式版へアップグレードされることをお勧めします。
メールマガジンのご案内
本マクロや秋桜舎の最新情報が自動的に配信されます。購読無料で、いつでも解除できます。
http://groups.yahoo.co.jp/group/cosmos-mailmag/
■仕様
検索後のメッセージ
[検索と置換]ダイアログ ボックスで検索した場合、検索語が見つからない場合でもすぐにメッセージが出ず、[検索と置換]ダイアログ ボックスを閉じた後で「検索語が見つかりませんでした」というメッセージかステータスバーの表示が出るのは正常な動作です。文書が検索箇所に移動しない場合は、「検索語が見つからなかった」ものとお考えください。
抽出辞書
連続処理がおかしくなったときは、いったん処理を中止して、抽出辞書をダイアログから再度選択してください。
ワイルドカード
バージョン1.07よりワイルドカードの設定をデフォルトでオンにしました。ワイルドカードでは、たとえば[ぁ-龠]を指定すると「ひらがな、カタカナ、漢字」が検索できるなど、非常に強力な検索・置換ができます。ワイルドカードについての詳細はWordのヘルプで検索してください。
ワイルドカードを使う場合、段落記号の検索指定方法が変わります。
段落記号は通常^pで検索できますが、ワイルドカードを使う場合は、^pは使えません。この場合、^13で指定します。検索記号を使っていた場合は、置換辞書を適宜置換してください。
段落記号
^p
→
^13
段落記号を使用していなかった場合は変更の必要はありません。また置換ダイアログ ボックスが表示されたとき、オプションで、ワイルドカードのチェックを外せば一時的にオフにできます。

「置換後の文字列」でも段落記号を指定する場合は、^13ではなく^pで指定してください。
^pには書式情報が含まれますが、^13には書式情報が含まれません。「置換後の文字列」でも^13を使ってしまうと、文章の見かけが変わる可能性があります（参考情報1［英文］、参考情報2）。
なお換の玉自体でも置換する場合は、「6. ワイルドカード変換.txt」を使って変換できますが、このときは前述の方法により、ワイルドカードを一時的にオフにする必要があります。またこの変更に伴い、^13の直後に数字がくるような場合は、検索パターンを変更する必要がある場合もあります。
■トラブルシューティング

うまく置換できないときは、書式やワイルドカードなど前の検索条件が残っていないか標準の置換ダイアログを確認してください。

MatchFuzzyなどに関する実行時エラーが出た場合、一度Ctrl+Hを押して置換ダイアログを表示し、[あいまい検索]をオフにしてから、もう一度操作してみてください。置換バーの[ダイアログ]ボタンでも置換ダイアログを表示できます。同様に[あいまい検索]をオフにしてから、もう一度操作してみてください。

0..aaa.txtなど、0..tmpdict.txtより先にくるような辞書名はつけないでください。

その他、最新情報はhttp://cosmoshouse.com/tools/ をご覧ください。
■制作者
　山本ゆうじ
http://cosmoshouse.com/mail.htm 
　ご意見、ご感想、バグの報告などをお待ちしております。(OSとWordのバージョン、状況などをなるべく詳しくお知らせください。基本的にバグには対処しますが、すべてのメール、ご要望にお答えできるわけではありませんのでご了承ください。)
　Webサイト       秋桜舎     http://cosmoshouse.com/
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